
記入例①：普通徴収に切り替える場合

記入例③：新しい事業所で特別徴収を継続する場合

給与所得者異動届出書の記入方法 記入例②：一括徴収する場合

・給与支払報告に係る給与所得者異動届出書

　 この届出書は、提出した給与支払報告書に記載された者のうち、４月１日現在において給与の支払いを
　受けなくなった者がある場合に４月10日までに提出してください。

・特別徴収に係る給与所得者異動届出書

　 この届出書は、特別徴収税額のある者が給与の支払いを受けなくなった場合に、その受けなくなった日の
　属する月の翌月の10日までに提出してください。

必ず新しい勤務先に 連絡をしてください。

一括徴収した税額を何月分の納入書で納入するか、

必ず記入してください。

異動があった人の氏名、婚姻等により

姓が変わる場合は新姓、異動後の住所

を記入してください。

年税額(ア)：税額通知書の「特別徴収税額」

徴収済額(イ)：徴収済の月と税額

未徴収税額(ウ)：年税額(ア)から徴収済額(イ)

を差引いた額

１月１日から退職時までの

給与（賞与）支払額合計と、

控除した社会保険料を記入

してください。

記入例を参考に「給与所得者異動届出書」を作成し、期限までに提出してください。

なお、 内は必ず御記入くださるようお願いします。

－未徴収税額の徴収方法－

・普通徴収 … 未徴収税額を本人が金融機関等の窓口で納付する方法

・一括徴収 … 退職等の際、未徴収税額を事業所でまとめて一度に徴収し納入する方法

※1月1日から4月30日までの異動で、退職等の際に支払われる給与及び退職手当等の金額が

未徴収税額を上回る場合は、必ず一括徴収してください。（本人の了承は不要）

・特別徴収継続 … 勤務先が変わった場合、旧勤務先での未徴収税額を新勤務先で引継ぎ徴収する

方法


